
　

１
月
22
日
に
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
会
計

の
収
支
状
況
、
次
期
保
険
料
に
つ
い
て
審
議
が
さ
れ
ま
し
た
。
２

０
１
５
年
度
の
国
保
会
計
の
収
支
見
込
み
は
４
億
３
千
万
円
の
赤

字
で
す
。
市
は
赤
字
の
原
因
は
医
療
費
の
伸
び
に
よ
る
も
の
と
報

告
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
の
国
に

よ
る
制
度
変
更
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
。
大
阪
府
内
の
市
町
村
国

保
の
医
療
費
負
担
を
共
有
す
る
た
め
に
、
市
町
村
国
保
か
ら
拠
出

金
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
30
万
円
以
上
か
ら
80
万
円
以
下

の
医
療
費
を
対
象
に
給
付
し
て
い
ま

し
た
が
、
２
０
１
５
年
度
か
ら
１
円

以
上
、
80
万
円
以
下
の
医
療
費
に
対

象
拡
大
さ
れ
、
拠
出
金
が
大
幅
に
増

や
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
報
告
を
受
け
、
宮
本
委
員
は
国
保
財
政
の
収
支
悪
化
を
招

い
た
の
は
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
の
制
度
変
更
を
し
た
国

に
責
任
が
あ
り
、
そ
の
し
わ
寄
せ
を
加
入
者
に
負
わ
せ
る
こ
と
は

問
題
だ
と
主
張
。
４
月
以
降
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
年
間
収
入
が

98
万
円
以
下
の
世
帯
だ
け
が
保
険
料
値
上
げ
に
な
る
提
案
で
し

た
。
月
８
万
１
０
０
０
円
以
下
で
生
活
さ
れ
て
い
る
人
の
保
険
料

を
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮
を
求
め
ま

し
た
。

　

１
月
29
日
に
協
議
会
で
の
審
議
結
果
と
意
見
集
約
し
た
答
申
を

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
２
０
１
６
年
度
は
中
間
所
得
者
層
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
保
険
料
の
限
度
額
は
４
万
円
引
き
上
げ
、
平
均
保
険
料
は

据
え
置
く
こ
と
。
ま
た
、
低
所
得
者
の
加
入
割
合
が
高
く
、
保
険

料
の
負
担
も
重
い
と
し
て
、
低
所
得
者
の
保
険
料
負
担
に
あ
た
っ

て
は
考
慮
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
に
大
阪
府
か
ら
都
市
計
画
道
路
の
見
直
し
素
案
が

提
示
さ
れ
、「
芥
川
上
の
口
線
」、「
富
田
奈
佐
原
線
」、「
高
槻
茨
木

線
」、「
高
槻
駅
柱
本
線
」な
ど
の
府
道
が
廃
止
路
線
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
は
２
０
１
４
年
度
の
報

告
で
、「
都
市
計
画
道
路
は
２

０
０
４
年
度
の
見
直
し
か
ら

10
年
以
上
経
過
し
、
交
通
量

や
人
口
減
少
な
ど
の
社
会
情

勢
の
変
化
を
踏
ま
え
、
適
切

な
見
直
し
を
行
う
べ
き
時
期

に
き
て
い
る
」
と
し
、
最
終

の
見
直
し
案
を
１
月
20
日
の
都

市
計
画
審
議
会
に
報
告
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
府
が
廃

止
と
し
た
４
路
線
は
市
の
最

終
見
直
し
案
で
は
「
幅
員
変
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出町ゆかり

市
が
低
所
得
者
へ
の
保
険
料
値
上
げ
を
提
案

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
3.5
％
増
と

　
　
国
の
制
度
変
更
で
国
保
財
政
悪
化

計
画
変
更
で
の
府
と
の
協
議
に
つ
い
て

２
０
１
６
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
答
申
が
示
さ
れ
る

２
０
１
６
年
度
国
民
健
康
保
険
料
の
答
申
が
示
さ
れ
る

都
市
計
画
道
路
網
の
見
直
し
に
つ
い
て

都
市
計
画
道
路
網
の
見
直
し
に
つ
い
て
更
」
と
し
て
い
ま
す
。
見
直
し
路
線
の
う
ち
12
路
線
は
府
道
で
あ

る
た
め
、
府
と
協
議
の
上
、
合
意
し
た
路
線
を
順
次
見
直
す
と
の

こ
と
で
す
。

　

府
が
廃
止
と
し
て
い
る
路
線
の
中
に
は
、
車
の
渋
滞
が
ひ
ど
く

歩
道
の
設
置
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
人
や
自
転
車
に
と
っ
て
危

険
な
道
路
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
道
路
に
つ
い
て
は
、
市
は
計

画
よ
り
も
道
路
幅
を
減
ら
し
て
で
も
計
画
道
路
と
し
て
存
続
す
る

こ
と
を
府
に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
安
全
な
道
路
に
し

て
い
く
た
め
に
も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画
と
な
る
よ
う
求

め
て
い
き
ま
す
。

存続
（現道幅に変更）

路線名
芥川
上の口線 171号柳原交差点～殿町交差点 存続

（幅員変更） 廃止

廃止

廃止

廃止

存続
（幅員変更）

存続
（幅員変更）

171号中川町交差点から
茨木まで西南にのびる道路

高槻市役所前交差点から
唐崎北交差点

171号大畑町交差点～岡本町付近富田
奈佐原線

高槻茨木線

高槻駅柱本線

高槻市（案）大阪府（案）

３月議会日程
3月1日（火）

3月7日（月）

3月8日（火）
3月9日（水）
3月11日（金）
3月14日（月）
3月15日（火）
3月16日（水）
3月28日（月）

3月29日（火）

本会議／施政方針、
提案理由説明
本会議／
代表質問
本会議／質疑
本会議／質疑
福祉企業委員会
文教市民委員会
都市環境委員会
総務消防委員会
本会議／
採決、一般質問
本会議／一般質問

ぜひ傍聴をお願いします
※いずれも午前10時開会です。
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高
齢
者
へ
の
支
援
と
対
策
に
つ
い
て

　

１
月
18
日
か
ら
審
議
が
は
じ
ま
っ
た
高
槻
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
へ
諮
問
さ
れ
た
内
容
は
、①
市
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
に
つ
い
て
②
市
立
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育
の
実
施
③

幼
稚
園
の
園
区
制
の
廃
止
④
公
民
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
⑤
就
学

前
児
童
の
再
配
置
に
つ
い
て
で
す
。

　

市
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
は
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら

２
歳
児
ま
で
し
か
入
所
の
で
き
な
い
小
規
模
保
育
施
設
利
用
者
の

３
歳
児
受
け
入
れ
枠
と
し
て
あ
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

定
員
を
大
き
く
下
回
る
幼
稚
園
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
て
い

　

２
月
１
日
、
地
方
分
権
推
進
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
槻
市
東
上
牧
町
に
あ
る
島
本
町
の
し
尿
処
理
施
設
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
５
年
当
時
、
島
本
町
内
に
し
尿
処
理
施
設
に
適
し
た
用

地
が
な
か
っ
た
た
め
、
島
本
町
の
要
請
で
東
上
牧
町
に
建
設
さ
れ

ま
し
た
。
地
元
自
治
会
は
ず
っ
と
島
本
町
に
し
尿
処
理
施
設
撤
去

を
要
望
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
島
本
町
は
そ
れ
に
応
え
ず
に
、
２
０

０
９
年
か
ら
「
し
尿
処
理
施
設
」
の
老
朽
化
を
理
由
に
高
槻
市
に

委
託
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
市
は
２
０
１
１
年
に
「
現
時
点
で
の

受
託
は
困
難
」
と
回
答
。
ま
た
、
東
上
牧
町
の
し
尿
処
理
施
設
は

周
辺
住
民
か
ら
の
施
設
撤
去
の
要
望
を
踏
ま
え
早
急
に
検
討
を
求

　

２
月
４
日
に
開
か
れ
た
史
跡
整
備
等
特
別
委
員
会
で

は
、
全
天
候
型
屋
内
施
設
（
遊
び
の
創
造
）
に
つ
い
て
、

民
間
事
業
者
か
ら
広
く
意
見
・
提
案
を
求
め
る
「
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
」
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
概
要
は
、
下
の
表
の
通
り
。

　

今
後
の
方
向
性
は
「
民
間
事
業
者
に
よ
る
独
立
採
算

に
よ
る
自
主
運
営
が
可
能
」
と
し
、
３
月
議
会
で
選
定

委
員
会
を
設
置
す
る
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
す
。
中
村
議

員
は
利
用
料
金
を
取
る
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ
る
と

し
、
市
の
考
え
方
を
示
す
べ
き
と
指
摘
し
ま
し
た
。

高
槻
市
子
ど
も・
子
育
て
会
議

　　　　　　　　市
立
幼
稚
園
な
ど
の
あ
り
方
を
審
議

高
槻
市
子
ど
も・
子
育
て
会
議

　　　　　　　　市
立
幼
稚
園
な
ど
の
あ
り
方
を
審
議

全
天
候
型
屋
内
施
設
の
具
体
化
に
つ
い
て

島
本
町
と
の
し
尿
処
理
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

島
本
町
と
の
し
尿
処
理
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

安
満
遺
跡

公
園
等
の
整
備

全
天
候
型
屋
内
施
設
の
具
体
化
に
つ
い
て

全
天
候
型
屋
内
施
設
の
具
体
化
に
つ
い
て

ま
す
。
柱
本
幼
稚
園
は
14
人
、
上
牧
幼
稚
園
は
18
人
と
入
園
者
が

少
な
い
で
す
が
、
高
槻
市
の
中
心
か
ら
離
れ
た
地
域
で
廃
止
さ
れ

れ
ば
そ
の
地
域
の
子
ど
も
の
行
く
園

が
な
く
な
る
な
ど
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
に
は
答
申
を
出
す
予
定
で
す
。

そ
の
後
、
市
が
基
本
方
針
案
を
示
し
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
へ
て
、
10

月
頃
決
定
と
な
り
ま
す
。

め
ま
し
た
。

　

以
後
、
島
本
町
は
町
域
内
で
の
処
理
施
設
を
建
設
す
る
と
し
て

調
査
や
地
元
説
明
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
11

月
に
、
や
は
り
高
槻
市
へ
の
委
託
が
望
ま
し
い
と
の
結
論
に
至
っ

た
と
し
て
、
し
尿
処
理
の
委
託
に
つ
い
て
再
協
議
し
た
い
と
の
申

し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
受
け
入
れ
る
場
合
は
、
唐
崎
に
あ
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
受
け
入
れ
先
に
な
り
ま
す
。

　

唐
崎
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
住
民
へ
は
、
判
断
を
す
る
前

に
説
明
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
出
町
議
員
は
「
地
元
の
人
の
思
い

を
大
切
に
、
充
分
に
時
間
を
か
け
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

①子どもの遊びを運営するためのコンセ
プトやアイデア
子どもの発達に応じた遊びや、子どもも大人
も遊び、学べるプログラムの提供など多様な
提案があった。

②運営の手法
行政からの委託料を基本とする指定管理者制
度や事務委託、公民連携した効果的な運営
の提案、利用料金に関する想定の他、市場
性については複数の事業者から「独立採算
による自主運営は可能である」などの意見が
あった。

③提案事業のアイデアが地域に果たす役割
市民グループとの協働や市民への活動の場の
提供、地域の雇用促進など、幅広い提案が
あった。

④自由提案・自由意見
各社の実績やノウハウを活かした個性的な提
案から、高槻市の魅力を活用し、引き出すプ
ログラムの提案など、幅広い意見を聞くことが
できた。
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